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は じ め に

Propionylmaridomycin (PMDM)は 耐性 非誘 導 型

の 新 マ ク ロ ライ ド抗 生物 質 で,グ ラム陽 性 菌 お よび グ ラ

ム陰 性 球 菌 に対 し抗 菌 作 用 を 示 し1),化 学 構 造 上leu-

comycin (LM), josamycin (JM)と 類 似 の16員 環 マ ク

ロライ ド抗 生物 質 で あ る。PMDMの 代 謝 は,か な り詳

細 に検 討 され て お り,ヒ トで の主 な代 謝 物 は,marido-

mycin (MDM)で,そ の抗 菌 力 はPMDMと 同等 も し

くはそ れ 以上 で あ る と され て い る1)。 私 ど もは 武 田薬 品

工 業 株式 会 社 か ら提 供 さ れ たPMDMを 臨床 例 に使 用 す

る機 会 を え た の で,そ の成 績 を報 告 す る。

投 与 対 象

わ れわ れ の これ まで の投 与 対 象 は 外 科 的 感 染 症17例

で,そ の 内訳 は 〓7例,粉 瘤3例,面 疔2例,〓 疸2

例,フ レ グモ ーネ,乳 腺 炎,そ の 他 各1例 で あ った 。

性 別 は 男11例,女6例,年 令 は10才 か ら73才 まで で,

平 均37.8才 であ った。

投与 方 法,投 与 量,投 与期 間

1カ プ セル 中 にPMDM 200mgを 含 有 す る製 剤 を,

成 人 に対 して は1回2カ プ セ ル(400mg)ず つ を1日3

回(1200mg),10才 の 小 児 に対 し て は1回1カ プ セ ル

(200mg)を1日3回(600mg)経 口投 与 した。

総 投 与 量 は,成 人 で は3.6gか ら8.4g,平 均5.7g

で,そ の投 与期 間は,3日 か ら7日,平 均4.6日 間 で あ

つ た。

臨 床 使用 成 績

効 果 の 判定 の基 準 と して は,外 科 的 処 置 の 有 無 に か か

わ らず,自 他覚 的 症 状 の 改 善 の み られ た もの を 有効,自

他 覚的 症 状 が不 変 あ るい は 増悪 のみ られ た もの を 無効 と

した 。 臨 床 使用 例 はTabel 1に 示 す とお りで,そ の臨

床効 果 を み る と(Table 1の 合 計 欄 参 照),症 例 中 で 最

も多 い 〓 に つい て は 有 効5例,無 効2例 で,有 効 率71.5

%(5/7)で あ った。 他 の症例は,例 数が少ないので,

全症例を まとめてみる と,有 効12例,無 効5例 で,有 効

率は70.7% (12/17)と な った。

発症後か ら薬剤投与 開始 までの期間 と効果 との関係に

つい ては,Table 2に 示す とお りで,発 症後か ら投与 ま

での期間が短かい程,有 効率が高い傾向がみ られた。 こ

のことは,軟 部組織 の急性化膿性感染症に対 しては,発

症初期にPMDMを 投与す ることに よって頓挫 的な効果

の期待 され ることを示 している。

次に切開の有無に よる疾患別の有効 率 をTable 3に

示 した。切開を要 した症例 の有効率67%が 切 開 を要 し

なか った症例 の有効率80%よ り低い値 を示 した が,こ

れは,切 開を要 した症例 では炎症の過 程が進 んで,す で

に壊死膿瘍化 を来た してお り,や むをえず炎症 の所産 を

体外に排除する必要が あった もの と考え られる。以下に

代表的な症例を示す。

症例1: T.T.44才 女,右 下腿〓

初診3日 前 から,右 下腿腓腹部に疼 痛をおぼえ,し た

いに発赤 と疼 痛が増大 した。

初診時疼痛 を訴 えてお り,発 赤,腫 脹を認 め,中 心部

に波動が証 明され たので,切 開排膿 した ところ,膿 中か

らStaph. aureus (EM〓, LM〓, OM〓)が 分離 され

た。そ こで,本 剤1回400mg,1日3回 経 口投 与 を開

始 した。

投与開始後疼痛,発 赤,腫 脹が とみに減少,消 褪 し,

投与開始4日 目で分泌 もほ とん どみられな くな り,良 好

な肉芽 創 となって,10日 目に完治 した。

症例2: H. Y. 21才 男,感 染性粉瘤

患者 の右背部 には以前か ら腫瘤 があ り,初 診3日 前か

ら疼痛 を自覚 したので来院。 感染性粉瘤 となっていたの

で,こ れ を別出 した ところ,粉 瘤 の内容物からStaph. 

aureus (EM〓, LM〓, OM〓)が 分離 された。 これ

に対 して本剤1回400mgを1日3回 経 口投与 した とこ

ろ,3日 後 には炎症所見 が消褪 し,手 術創は感染 するこ

とな く,治 癒 した。
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副 作 用

17例中2例 に食欲不振を主 とする 胃腸 陽 害 が み られ

た。 いずれ も1回400mg,1日3回 投与に よって2日

後 から発現 したが,1例 では5日 間,他 の1例 では7日

間本剤を継続投与す ることが でき,そ の後ま もな くこの

副作用は消失 した。

ま と め

外科的感染症17例 にPMDMを 使用 し,下 記の ような

結果をえた。

1) PMDMを 投与 した17例 中有効12例,無 効5例 の成

績がえられ,有 効率は70.7%と な った。

2) 発症後から投与 までの期間が短 かい程有効率が高い

傾向がみ られた。

3) 副作用 としては,胃 腸障害が2例 に認 められたが,

いずれ も軽 くて,投 与を中止するほ どの ものでは な

かった。

4) 本剤は,急 性化膿性感染症を主 とす る外科的 感染症

に よく奏効 し,副 作用 も少な く,今 後外 科領域 にお

ける治療に十分 な効果を期待 し うる もの と考 えろ。
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CLINICAL TRIAL OF PROPIONYLMARIDOMYCIN 

IN THE FIELD OF SURGERY 
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Seventeen cases of infections in the field of surgery were placed on trial of oral propionylmaridomy-

cin preparations, and the results obtained are summarized as follows : 

1. There were noticed good responses on 12 cases, effectiveness accounting for 70.7 per cent. 

2. The shoter the interval period following onset of the signs of an infection, the better the 

responses to the preparations. 

3. The antibiotic was given orally to 17 patients on the trial, and untoward side effects experienced 

as dyspeptic complaints on 2 cases were slight to complete the full dose. 

4. It is present impression of the authors that the propionylmaridomycin seems to be a promising 

oral antibiotic for infections in the field of surgery because of its effectiveness without severe side

effects.


